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２０１７年３月期

決算説明会

２０１７年４月２８日

本日の内容

１．２０１７年３月期 トピックス

２．２０１７年３月期 連結経営成績

３．２０１８年３月期 重点施策

４．２０１８年３月期 連結業績予想

本資料は、金融商品取引上のディスクロージャー資料ではなく、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。また、本資
料に記載されている将来の予想等については、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、今後様々な要因に
よって予想と異なる場合があります。
本資料は、一切の投資勧誘またはそれに類する行為を目的として作成されたものではありません。
当社は、本資料の利用により生じたいかなる損害に対しても、一切責任を負いかねます。

２
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２０１７年３月期 トピックス①

１．TB-LAMP のWHO推奨取得(２０１６年８月)とグローバル販売開始

２．大腸がんスクリーニングの新ガイドライン発行(米国: USPSTF・２０１６年６月)

３．尿自動分析装置「US-１２００」を新発売(２０１６年８月)

４．中東カタールで大腸がん国家スクリーニングの獲得(２０１６年８月)

５．便潜血検査の免疫法がドイツで保険収載、主要検査センターで便潜血検査

用試薬(ＯＣ)・装置の採用決定

６．タイの「大腸がん集団検診普及促進事業」がＪＩＣＡの民間技術普及促進事業

６．に採択(２０１７年２月)

３

７．尿試験紙の野木工場新製造棟完成、２０１７年９月稼働予定

８．便潜血検査用試薬(ＯＣ)・免疫血清学的検査用試薬(ＬＺ試薬)の増産に

向けた那須工場の増改築: ２０１７年３月完成、４月稼働開始

野木工場(尿試験紙の新製造棟)
ＤＰＰ棟： Ｄｒｉｅｄ Ｐｒｏｄｕｃｔ Ｐｌａｎｔ 那須工場(ＯＣ/ＬＺ試薬)

２０１７年３月期 トピックス②

４
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２０１７年３月期 連結経営成績

５

２０１７年３月期 連結業績総括
(単位: 百万円)

※1 期首予想、※2 親会社株主に帰属する当期純利益

【売上高】
・業績予想に対して５５５百万円の未達、海外向けの便潜血検査用試薬の伸び悩みが主因
・前期比３.５％増

(海 外)シスメックス社向けの尿試験紙・装置の売上が伸長
(国 内)便潜血検査用試薬、迅速検査試薬(イムノキャッチシリーズ)、尿試験紙、遺伝子検査

(ＬＡＭＰ法)試薬の売上が伸長

【営業利益】
自社製品の製造原価の低減、経費の効率的な使用に努めたほか、当連結会計年度に見込んで

いた研究開発費が２０１８年３月期にずれ込んだことにより、前期比１２.４％増

６

２０１７年３月期

業績予想 ※ 1 実 績 構成比 予実差異
前 年

同期差異

前 年

同期比

売 上 高 ３３,８３０ ３３,２７４ １００.０％ ▲５５５ １,１１０ １０３.５％

営 業 利 益 ２,７１０ ３,９７６ １２.０％ １,２６６ ４４０ １１２.４％

経 常 利 益 ２,７１０ ４,１１２ １２.４％ １,４０２ ５４１ １１５.２％

当 期 純 利 益 ※ 2 １,８２０ ２,９１８ ８.８％ １,０９８ ４８９ １２０.１％
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製品の種類別区分ごとの売上高

７

製品の種類別区分
２０１７年３月期

実績(百万円) 前年同期比(％)

便潜血検査用試薬
(OC)

８,１５１ １００.１

免疫血清学的検査用試薬
(OCを除く)

９,８９７ ９９.０

尿検査用試薬
２,４４８ １０６.４

微生物検査用試薬
５,０６４ １１０.０

生化学的検査用試薬
６１１ ９５.１

器具・食品環境関連培地
２,１９８ ９８.４

遺伝子関連（LAMP）
１,３０６ １１２.４

医療機器関連・その他

(遺伝子関連機器を除く)
３,５９５ １１６.８

便潜血検査用試薬(ＯＣ) 売上・活動

８

(海 外) 前期比: ９７.７％

□ 米国： 新規顧客獲得に向けた活動に注力

・ 市場展開の遅れによる伸び悩み

□ 欧州： 国家スクリーニング獲得に向けた活動

・ フランスでの受診率伸び悩み

・ イングランド国家スクリーニングの開始時期
・ 遅延

・ ドイツの主要検査センターで採用決定

□ 中東： カタールでの国家スクリーニング獲得

□ アジア・オセアニア：

・ ベトナム・ハノイで新規スクリーニング獲得

◇ 前期比: １００.１％

(国 内) 前期比: １０１.２％

□ 便潜血測定装置「ＯＣセンサーPLEDIA
(プレディア)」の設置推進による新規採用拡大

□ 大腸がん検診受診率アップのための啓発活動

(単位: 百万円)

４,１２７
４,５１８ ４,５３３

７,５５４
８,１４３ ８,１５１

２０１５年３月期 ２０１６年３月期 ２０１７年３月期

通 期 中 間
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免疫血清学的検査用試薬(ＯＣを除く)  売上・活動

９

(ＬＺ試薬)

□ ヘリコバクター・ピロリ抗体検査用試薬を
中心に増加

□ 胃の健康度評価(ＡＢＣ分類)の普及促進

□ 間質性肺炎の検査用試薬「ＫＬ-６」の新
規採用・販売促進

◇ 前期比: ９９.０％

(ＡＩＡ関連試薬)

□ 他社との競争激化により、減少

(単位: 百万円)

５,０８４ ５,０７８ ５,０２０

９,８７３ ９,９９７ ９,８９７

２０１５年３月期 ２０１６年３月期 ２０１７年３月期

通 期 中 間

尿検査用試薬 売上・活動

１０

◇ 前期比: １０６.４％

(国 内)

□ 尿自動分析装置「ＵＳ-１０００」の後継機種
「ＵＳ-１２００」を発売(２０１６年８月)

□ 尿自動分析装置「ＵＳ-１２００」、「ＵＳ-２２０
０」及び全自動尿分析装置「ＵＳ-３５００」の
新規採用先増加により、ウロペーパー及び
ウロペーパーαが伸長

(海 外)

□ シスメックス社向け尿試験紙の売上が寄与

(単位: 百万円)

１,０８２ １,１３２
１,２３７

２,１３５
２,３０２

２,４４８

２０１５年３月期 ２０１６年３月期 ２０１７年３月期

通 期 中 間

ＵＳ-１２００
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微生物検査用試薬 売上・活動

１１

◇ 前期比: １１０.０％

(迅速検査試薬)

□ 「イムノキャッチ-レジオネラ」と「イムノキャッ
チ-肺炎球菌」のセットでの販売促進によ
り、大幅な売上増加

(薬剤感受性検査用試薬)

□ 病院市場での微生物分類同定分析装置
「ＭＡＬＤＩバイオタイパー」と組み合わせた
トータル提案での新規顧客の獲得等により
ドライプレートの売上増加

(培 地)

□ 糞便培地検査の遺伝子検査への変更の
影響を受け、生培地の売上減少

(単位: 百万円)

２,３２７ ２,２７２
２,４７０

４,６５４ ４,６０３
５,０６４

２０１５年３月期 ２０１６年３月期 ２０１７年３月期

通 期 中 間

遺伝子関連(ＬＡＭＰ) 売上・活動

１２

◇ 前期比: １１２.４％

(国 内)

□ 結核菌群検出試薬、マイコプラズマ検出試薬
が伸長

□ 百日咳菌検出試薬保険収載(２０１６年１１月)

(ライセンス)

□ 特許料収入： ４７２百万円
(前期実績： ４４３百万円)

(海 外)

□ ＴＢ-ＬＡＭＰのＷＨＯ推奨取得
□ (２０１６年８月)

□ ドイツのＨＵＭＡＮ社とＴＢ-ＬＡＭＰ、
マラリアについて、グローバル販売契
約を締結し、販売開始

(単位: 百万円)

４６２ ４８４
５７３

１,０９７
１,１６２

１,３０６

２０１５年３月期 ２０１６年３月期 ２０１７年３月期

通 期 中 間
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海外向け売上高

売上高 売上高(製品種類別)

◇ 前期比： １１６.８％ ◇ 便潜血検査用試薬(ＯＣ)： 前期比９７.７％

⇒米国及び欧州での伸び悩みにより販売減

◇ その他(機器を含む): 前期比１６２.７％

⇒シスメックス社向けの尿試験紙・装置の売上

が寄与

１３

(単位: 百万円)

(単位: 百万円)

１,２３８

１,７５６ １,８６２

２,７０４

３,４９８

４,０８６

２０１５年３月期 ２０１６年３月期 ２０１７年３月期

通 期 中 間

１,９７８
２,４７１ ２,４１４

７２５

１,０２７
１,６７１

２０１５年３月期 ２０１６年３月期 ２０１７年３月期

その他 便潜血検査用試薬

海外向け売上高(地域別)
欧 州

アジア・他

北 米 (単位：百万円)

１４

□ 北米

退役軍人医療保障プログラム受診率の伸び悩み
(ＯＣ)及びＯＣマニュアルキットの切り替え評価の
長期化が影響し、前期比で微増

□ 欧州

当局(フランス・スペイン)のＯＣスクリーニングプロ
グラムの運用変更により、前期比で減少

□ アジア・他

シスメックス社向けの尿試験紙・装置の売上、中
東・オセアニアでのＯＣ販路拡大により、前期比で
大幅に増加

４６３

７４７
６６９

１,０４９

１,４１８ １,３９６

２０１５年３月期 ２０１６年３月期 ２０１７年３月期

通 期

中 間

４１５
５４２ ４６８

９２７ ９９４ １,００８

２０１５年３月期 ２０１６年３月期 ２０１７年３月期

通 期

中 間

３５９
４６６

７２４７２６

１,０８５

１,６８２

２０１５年３月期 ２０１６年３月期 ２０１７年３月期

通 期

中 間
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研究開発費(百万円) 設備投資(百万円) 減価償却費(百万円)

研究開発費・設備投資の推移

１５

(４,４００)

(３,５００)

(１,９００)

９７８ １,０３１ １,０２７

２,４５６
２,２７２

２,３３６

２０１５年３月期 ２０１６年３月期 ２０１７年３月期

中 間 通 期

括弧内数字：期首予想

＊組織変更に伴う経費の区分掲記
の修正(+100百万円)

＊

５４４

１,２２１

１,５８５

１,２２６

３,５３０

３,９５９

２０１５年３月期 ２０１６年３月期 ２０１７年３月期

中 間 通 期

５７２ ６７１ ７３２

１,２５３
１,４３０

１,５６３

２０１５年３月期 ２０１６年３月期 ２０１７年３月期

中 間 通 期

貸借対照表(主な増減理由)

１６

- 主な増減理由 - (単位:百万円)

-

２０１６年３月期

総資産 ３９,２６６百万円

流動資産

２６,９８３

(+２,３５５)

流動負債

１２,６７２

(+２,５６３)

固定負債

９７０

(+１３)

純資産合計

３０,６０９

(+２,４０８)

固定資産

１７,２６９

(+２,６２９)

２０１７年３月期

総資産 ４４,２５２百万円
(対前期末増減: ＋４,９８５百万円)

流動資産

２４,６２７

流動負債

１０,１０９

固定負債

９５６

純資産合計

２８,２０１固定資産

１４,６３９

流動資産 増減額

現金及び預金 １,７９３

受取手形及び売掛金 １２２

商品及び製品 １８０

固定資産

有形固定資産※1 ２,６２１

投資その他の資産 １４５

流動負債

支払手形及び買掛金 ２１０

電子記録債務 １７７

未払法人税等 ２１１

未払金※１ １,２１３

その他の流動負債 ７４９

純資産合計

利益剰余金 ２,１８６

※1 有形固定資産が２６億２１百万円増加、未払金が１２億１３百万円増加: 主に、野木工場新製造棟建設、那須第二工場増改築によるもの
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キャッシュフローの推移

１７

(単位：百万円)

２０１６年３月期 ２０１７年３月期

現金及び現金同等物の期首残高 ６,５７７ ５,０７４

営業活動CF ３,１１５ ４,７０１

投資活動CF ▲３,７３７ ▲１,８７６

財務活動CF ▲８６９ ▲９１０

現金及び現金同等物に係る換算差額 ▲１１ ▲４

現金及び現金同等物の期末残高 ５,０７４ ６,９８４

主な営業活動CF 増減額(百万円)

税金等調整前当期純利益 ３,８４５

減価償却費 １,５６３

売上債権の増減額 ▲１２５ (増加)

仕入債務の増減額 ３８８ (増加)

たな卸資産の増減額 ▲２６２ (増加)

法人税等の支払額 ▲７６９

主な投資活動CF 増減額(百万円)

有形固定資産の取得による支出 ▲１,８９８

主な財務活動CF 増減額(百万円)

配当金の支払額 ▲７３２

株主還元(配当金)

１株あたり配当額: ５０円(中間: ２０円、期末: ３０円)

連結配当総額: ９億１５百万円
連結配当性向: ３１.４％
連結配当総額: ９億１５百万円
連結配当性向: ３１.４％

１５ １５ １７ ２０ ２０

２０ ２０ １８
２０

３０

２０１３年３月期 ２０１４年３月期 ２０１５年３月期 ２０１６年３月期 ２０１７年３月期

期末 中間

特別配当
５円(期末)

１８
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２０１８年３月期 重点施策

１９

２０１８年３月期 重点施策

販 売

( １ )便潜血検査

 国内での大腸がん検診普及活動による市場拡大

 米国・ＵＳＰＳＴＦガイドライン発行を起点とする新規顧客の獲得工作(化学法から切替促進)

 イングランド国家スクリーニング及びオーストラリアのスクリーニングプログラム獲得

 新規市場の獲得： 中東、インド、ロシア、南米

( ２ )尿検査

 国内： 尿沈査メーカーとの連携による全自動尿分析装置「ＵＳ-３５００」の新規獲得、
尿自動分析装置「ＵＳ-１２００」の設置促進

 海外： シスメックス社向けの尿試験紙・装置の売上拡大

( ３ )免疫血清学的検査

 胃の健康度検査(ＡＢＣ分類)の普及推進
 東ソーから導入・販売している全自動化学発光酵素免疫測定装置「ＡＩＡ-ＣＬ２４００」、

「ＡＩＡ-ＣＬ１２００」の設置促進

( ４ )遺伝子検査

 ＴＢ-ＬＡＭＰ、マラリアのグローバル販売

２０
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２０１８年３月期 重点施策

研究開発

( 1 )次世代の小型全自動遺伝子検査装置・多項目チップ（Ｓｉｍｐｒｏｖａ）の開発推進

( 2 )便潜血検査のOTCガイドライン発行を見据えた申請準備

( 3 )新規バイオマーカー、新技術の探索

拠点整備・その他

２１

( 1 )尿試験紙の増産体制の確立(２０１７年９月稼働)

( 2 )便潜血検査用試薬(OC)・免疫血清学的検査用試薬(LZ試薬)の増産体制の確立

( 3 ) IT中期計画に基づく全社IT化の推進

２２

ＬＡＭＰ小型全自動遺伝子検査システム

- Ｓｉｍｐｒｏｖａ

【液状試薬】
マニュアル操作

ＳＡＲＳ、ノロウイルス、
Ｆｌｕ Ｈ５、レジオネラ、
肺炎マイコプラズマなど

結核、マラリア、
Ｆｌｕ Ａ、Ｈ１ ｐｄｍ２００９、
肺炎マイコプラズマ、
百日咳など

１ｓｔ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ ２ｎｄ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ ３ｒｄ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ

【乾燥試薬】
マニュアル操作

【チップ試薬】
フルオート

迅速・簡便な検査系

更なる高感度・高特異性、

簡便・迅速、多項目同時検査へ

Ｓｉｍｐｒｏｖａ
(シンプローバ)

【前処理技術】ＰＵＲＥ法
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２３

ＬＡＭＰ小型全自動遺伝子検査システム

- Ｓｉｍｐｒｏｖａ

Ｓａｍｐｌｅ-ｔｏ-Ａｎｓｗｅｒ (全自動)

Ｎｅａｒ ｔｈｅ Ｐａｔｉｅｎｔ
(患者さんの近くで)

短時間検出
(Ｔａｒｇｅｔ : ３０ｍｉｎ)

Compact (小型)

４ ｕｎｉｔｓ連結
(ランダムアクセス)

ＬＡＭＰ小型全自動遺伝子検査システム

- Ｓｉｍｐｒｏｖａ

Ｔｅｓｔ ｕｎｉｔ
(検査デバイス)

Ｍａｓｔｅｒ ｕｎｉｔ
(コントローラ)

検査チップ

前処理パック

多項目同時検査

磁気ビーズ法核酸抽出

２４
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研究開発費・設備投資の計画

研究開発費(百万円) 設備投資(百万円) 減価償却費(百万円)

２５

(２,８００)

括弧内数字：期首予想

(３,１００)

(３,５００)

(４,４００)

(２,２００)

(３,０００)

(１,９００)

(２,２００)

(２,３００)

２,３３６

３,７４０

２,８００

２０１７年３月期 ２０１８年３月期 ２０１９年３月期

３,９５９

２,２００

３,０００

２０１７年３月期 ２０１８年３月期 ２０１９年３月期

１,５６３

２,０２０

２,３００

２０１７年３月期 ２０１８年３月期 ２０１９年３月期

＊組織変更に伴う経費の区分掲記
の修正(+100百万円)

＊

２０１８年３月期 連結業績予想

連 結

金 額 構成比 対前期比

売 上 高 ３５,８４０ １００.０％ １０７.７%

営 業 利 益 ３,０７０ ８.６％ ７７.２％＊2

経 常 利 益 ３,０７０ ８.６％ ７４.７％＊2

当 期 純 利 益 ＊ 1 ２,１８０ ６.１％ ７４.７％＊2

通期業績予想 (単位：百万円)

中間配当 期末配当 年 間 配当性向

２５ ２５ ５０ ４２.０%

配当予想 (単位：円)

＊2 集中的な研究開発投資等の一時的な費用増加により減益見込み

＊1 親会社株主に帰属する当期純利益

２６
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中期経営計画の進捗

【業績目標： ２０１９年３月期の計画に変更なし】

【経営目標】
グローバル企業“EIKEN”の実現に向けた取り組みを加速し、ヘルスケアを通じて世界に貢

献するとともに持続的な成長と着実な収益性の向上を目指す。

２０１７年３月期 ２０１８年３月期 ２０１９年
３月期当初計画 実績 当初計画 業績予想

売上高
(百万円)

３３,８３０ ３３,２７４ ３５,８４０ ３５,８４０ ３７,８８０

海外向け売上高
(百万円)

４,７６０ ４,０８６ ６,５２０ ６,５２０ ８,１２０

海外向け売上比率
(％)

１４.１ １２.３ １８.２ １８.２ ２１.４

営業利益
(百万円)

２,７１０ ３,９７６ ３,６００ ３,０７０ ４,７００

営業利益率
(％)

８.０ １２.０ １０.０ ８.６ １２.４

ＲＯＥ
(％)

６.４ １０.０ ８.４ ７.０ １０.４

２７

２０１７年３月期に見込んでいた研究開発費が２０１８年３月期にずれ込んだことにより、 ２０１８年３
月期の営業利益予想を変更

栄研化学株式会社
臨床検査薬の総合メーカーとして

人々の健康に貢献していきます。

本資料は、金融商品取引上のディスクロージャー資料ではなく、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。また、本資料
に記載されている将来の予想等については、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、今後様々な要因によって
予想と異なる場合があります。
本資料は、一切の投資勧誘またはそれに類する行為を目的として作成されたものではありません。
当社は、本資料の利用により生じたいかなる損害に対しても、一切責任を負いかねます。


